
ARAKAWA  CHALLENGE ARAKAWA  CHALLENGE

2.3｜各プロジェクトの取組紹介⑦

01 | 問題意識
　新型コロナウイルスの影響で、観光がしにくい状況にあ

り、荒川地域を知ってもらう機会が減っている。

02 | 願い
●逆境を乗り越え、持続可能な荒川地域を目指していきたい。

●オンラインで地域内外の人に荒川の魅力を知ってもらい、

誰でもいつでも帰って来れるような故郷であってほしい。

05 | 成果
●コロナ禍でも「逆境を乗り越えて地域を楽しむ（Enjoy 

Local）」をYou Tube配信したことで他地域の人も含む

多くの人たちに知ってもらうことができた。

●今回は実現しなかったが、オンラインツアーとセットで

地域を楽しむ「ラベンダーキットのオンライン販売」を

考案し、新たな荒川地域の楽しみ方として提案すること

ができた。

●動画制作の活動を通して、地域の魅力をより深く考える

ことができた。

03 | 概要
　あらかわ地区まちづくり協議会とコラボし、荒川オンラ

インツアーの動画を制作し、オンラインで公開する。

04 | 流れ
●取材場所の決定

●絵コンテ（ナレーション）づくり

●下見、撮影ロケ

●11月より、YouTube「あらかわまちづくり協議会」チャン

ネルで、荒川地域を紹介する「Enjoy Localオンラインツ

アー」の動画配信

荒川オンラインツアーテーマ

3年3組1班 × あらかわ地区まちづくり協議会 様
関連するSDGs

01 | 問題意識
　荒川地域ではここ数年で閉店してしまった店舗が多い。

地域の経済が衰退してしまうのではないか。 

02 | 願い
●地域経済を活性化させるために地域の魅力を知っても

らいたい。

●地域のお店でお金を使ってもらいたい。 

05 | 成果
●事前にマンガ作りにおける取材の重要性を学んでいた

ため、班員で分担しさまざまな角度から質問し情報を収

集した。その情報をもとにお店の特徴を上手く捉えたマ

ンガが完成した。

●1コマA4サイズで作られたマンガは細部に渡り丁寧に描

かれており、また、中学生ならではの視点やストーリーが

面白く、お店の方にも喜んでいただくことができた。

●村上新聞社様に掲載していただいたことで、地域にお店

を広く知っていただくマンガとなった。

03 | 概要
　親しみやすいマンガで地域の魅力を発信する。

04 | 流れ
●漫画家の方より、取材のポイント、マンガの描き方を学習

●マンガの内容について話し合い、試作

●HAPPY SUGAR様、ふくちゃcafe様、かねま鮮魚様に取材

●中学生オリジナルのマンガを3作品作成

●村上新聞にて掲載

荒川のマンガテーマ

3年2組6班 × 村上新聞社 様
関連するSDGs

生徒の振り返り
●地域の事業者の方々のお話は、とても興味深かったです。

●自分たちのアイデアで自分たちが主体となって動いたので、貢献

しているという実感をより強く得ることができました。

●この活動で、荒川には意外と知られていない魅力があることがわかった。

●少しずつ身近にSDGsなどの地域貢献活動を広めていきたいと

思いました。

●絵は意外と上手くかけたし、オチもしっかり考えられて楽しい活

動になりました。

●お店のこだわりや工夫、強い想いに触れ、素敵なお店が地元にあ

ることを誇らしく思いました。

●地域経済活性化を学んだときに、「地域の中でできることは地域

の中でする」ことの重要性を感じました。

　オリジナルの荒川キャラクターがキャッチーで、マンガ

のストーリーも秀逸！地域のお店を多くの人に知ってもら

おうと、自分たちで選んだお店にアポを取り取材していま

した。ストーリー、文字、キャラクター、背景などそれぞれ担

当を決め、班員全員で協力しながら丁寧に作り上げた3作

品。ぜひシリーズ化してほしい。（増田）

あらチャレ事務局から
3年2組6班のみなさんへ

生徒の振り返り
●動画を作り発信することで荒川の人だけではなく、遠いところに

住む人も荒川地域の運動公園に行ったように見えるのがとても

良いと思います。

●荒川地域を巡り、新たな魅力を発見することができました。動画

を見てくれた人が実際に来てくれることを願っています。

●この活動を通して「荒川地域の魅力ってこんなにあったんだ」と

か「荒川地域ってこんなに良いところなのか」など今までは見て

いなかったところに目を向けられるようになりました。この活動

で普段見えないところにもたくさん魅力があるということを知る

ことができました。

●事業者様と協力して「荒川オンラインツアー」という形で世の

中に荒川地域を発信することができたことはとても貴重な経

験でした。

　コロナ禍という逆境を乗り越えて、地域の魅力をオンラ

イン動画で発信し、観光や移住者を増やそうと考えただけ

でなく、活動に取り組んだ中学生自身も地域の魅力を再発

見したことが大きな収穫となった。また、地域の外出が困

難な高齢者などにも、季節の便りを届けるスポットや絵コ

ンテに仕上げた中学生のアイデアは素晴らしい。（小田）

あらチャレ事務局から
3年3組1班のみなさんへ

オンラインツアー
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ARAKAWA  CHALLENGE ARAKAWA  CHALLENGE

2.3｜各プロジェクトの取組紹介⑧

01 | 問題意識
　海洋プラスチックによる環境汚染や生態系への影響が

深刻である。私たちの地域も例外ではない。 

02 | 願い
●みんなで「荒川を守る意識」を高め、この地域の自然をこ

の先もずっと守り続けたい。 

05 | 成果
●イベント終了時に参加者から「時間を延長したい」「第二

弾も企画してほしい」など前向きな感想が聞かれ、満足

度の高さが伺えた。

●「ゴミ拾いビンゴ」としてチーム戦で行ったことで、短時

間ではあったが、さまざまな世代の参加者が関わり合い

楽しんでゴミ拾いをする様子が見られた。

●路上に落ちているゴミが想定していたより多く、「このま

まではいけない」と参加者の意識を高めるものとなった。

03 | 概要
　あらかわ地区まちづくり協議会とコラボし、地域住民と

ゴミ拾いイベントを行い、地域のゴミゼロを目指す。

04 | 流れ
●ゴミ拾いイベントのルール決定

●ゴミ拾いコースの下見

●下見で見つけたゴミの種類をもとにビンゴシート、チ

ラシ作成

●ふくちゃcafe様にクーポン券発行の依頼

●11月23日に全世代の人が楽しめるゲーム感覚のゴミ拾

いイベント「ビンゴdeごみゼロ作戦」を実施

きれい！住みたい！
魅力的な地域を目指して
～Make Arakawa a better city～ 

テーマ

3年3組3班 × あらかわ地区まちづくり協議会 様
関連するSDGs

01 | 問題意識
　荒川地域は少子高齢化により、以前と比べて活気が少

ないように感じる。 加えて、コロナ禍で自粛が続き、地域の

魅力を楽しむ機会が少ない。

02 | 願い
●この荒川地域が100年先も残り続ける地域であって

ほしい。

●荒川地域の魅力を多くの人に伝えたい。

●地産地消を広めることで、地域の人たちが関わる機会を

増やしたい。 

05 | 成果
●地域の野菜の楽しみ方としてキッシュを提案し、事業者

様により製品にしていただいた。野菜の甘さが際立ち誰

でも美味しくいただけるキッシュを多くの人に購入して

いただくことができた。

●事業者様から伺った作り方を手書きでまとめ購入者に

配布したレシピは、「いつでも地域の野菜を美味しく楽

しめる」と好評だった。

●チラシやシール、レシピなど内容やデザインの工夫を凝

らしたものを完成させた。

03 | 概要
　Fe Factory cafe109様とコラボし、地産地消キッシュ

を販売する。

04 | 流れ
●お店のこだわりなどを知るために取材

●事業者様と商品について打ち合わせ

●チラシ、引換券、シール、レシピを作成

●地場産の野菜と卵が入った「幸せの卵de地産地消キッ

シュ」を10月23日の地域貢献マーケットで販売

●11月15日から店舗販売開始

●11月21日　荒島ミニマルシェで販売

●11月23日　つどいばおらだりで販売

地域の食材を生かして
荒川の魅力を共有しよう！

テーマ

3年3組2班 × Fe Factorycafe109 様
関連するSDGs

生徒の振り返り
●地産地消の食材を使ってこんなに美味しいキッシュができるの

だとみんなに広めることができ嬉しく思います。

●たくさんの方がキッシュを購入してくれて、今までよりさらに荒

川の良さを広めることができて良かったと思います。

●この荒川地域にもいろいろな問題や課題があることに驚きました。

●事業者さんと同じ目標に向かっていろいろな活動をする楽しさ

を知ることができ、貴重な経験となりました。

●自分たちが考えて企画したものを購入していただける喜びを知

ることができました。

　中学生のアイデアで、当店の特徴である烏骨鶏の卵を

使ったキッシュを開発し、店舗やイベントで販売し、お客様

からとても喜んでいただけました。中学生が作成したポッ

プを店頭に掲示していると、市外から来られるお客様と荒

川中学校やSDGsの話になり、多くの方にSDGsの取組の

ことを知っていただけました。何より、地元の中学生と一緒

に活動できたことと、イベントを通して地域の方々とのつ

ながりができたことが嬉しかったです。

Fe Factorycafe109 様から
3年3組2班のみなさんへ

生徒の振り返り
●参加者の皆さんの熱がすごくて、私たちも元気をもらいました。

●中学生が考えた企画でもみんな楽しそうに参加していて、本当に

この企画を考えて良かったと思いました。

●あらチャレを行う前はなかなかやってみたいことができず後悔ば

かりでした。あらチャレを通してたくさんの新しい出会いがあった

おかげで、挑戦することや、諦めないことの大切さを学びました。

●具体的な願いや目標をもち、達成できるように考え行動していく

ことが必要だと学びました。

●中学生だけでもこれほどの企画ができることが本当にすごいと

感じました。ゼロから企画を考えるのは大変でしたが、地域のた

めに活動できて良かったです。機会があれば、また地域貢献活動

をしていきたいです。

●今起こっている世界の問題の解決策はどうなのか、自分だったら

どうするかなど、普段の生活に結びつけながら考えて生活するよ

うになりました。

　「ゲーム感覚のごみ拾い」を軸に企画から実施まで生徒

さん主体で運営を行いました。準備を行う中で、実施内容

の決定、下見の実施とコース変更、事業者さんへの協賛の

お願いまで、生徒さん自身で力強く意思決定をしていく様

子にとても感心しました。また、当日は悪天候だったにもか

かわらず多くの方に参加していただけたことがとても良

かったと思います。（櫻井）

あらチャレ事務局から
3年3組3班のみなさんへ
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ARAKAWA  CHALLENGE ARAKAWA  CHALLENGE

2.3｜各プロジェクトの取組紹介⑨

01 | 問題意識
　日本の相対的貧困率は6人に1人。食料自給率の低下や

食品ロスなどの食に関する問題も深刻となっている。

02 | 願い
●社会の隅々まで目配りできる優しさ、食の大切さを実感

できる活動をしたい。 
●食を通して地域の皆さんに幸せになってほしい。

05 | 成果
●チラシや校内放送を通じてフードドライブの意義を呼び

かけたことで、生徒や職員、地域の方々に多くの食料品

や日用品を寄付していただくことができた。

●活動を通して、「人と人との繋がりの大切さ、支え合う地

域のあり方」を学ぶことができた。

●ごちピンメニュー作成を通して、栄養バランスや子ども

の成長における補食の役割などを学ぶことができた。

●中学生オリジナルのごちピンレシピ集をお届けすること

ができた。

03 | 概要
　フードバンクむらかみ様、ふくちゃcafe様とコラボし、

フードドライブとごちピンメニュー開発を行う。 

04 | 流れ
●フードバンクむらかみ様より村上市の貧困の現状や活

動の意義などを学習

●フードドライブの協力を呼びかけるチラシを作成・地域

に配布

●10月18日～23日

　校内フードドライブを実施（23日は地域にも呼びかけた）

●ふくちゃcafe様のごちピンの意義（おやつではなく補食

として子どもたちに提供）を学習

●一人一品、ごちピンレシピを作成

●11月30日　ふくちゃcafe様にレシピ集をお届け

Happyベジタブル
～食を通してみんなに幸せを～

テーマ

3年3組4班 × フードバンクむらかみ 様
 ふくちゃcafe 様

関連するSDGs

01 | 問題意識
　地域の過疎化が深刻である。また、荒川地域には魅力が

ないと思っている人、特産品をラベンダーと知らない人が

多いのではないか。 

02 | 願い
●地域を元気にするために、荒川の特産品であるラベン

ダーを『食』という形で多くの人に広めたい。

●荒川地域の魅力発信、地域活性化に貢献する活動を行

いたい。

05 | 成果
●企画書作成後、中学生だけで3種類のラベンダースイー

ツを試作し、ラベンダーの新しい活用法を事業者の皆さ

まに提案することができた。

●事業者様によりラベンダーの風味豊かなスイーツを製品

化していただいた。普段観賞用として楽しむラベンダー

が食用としても楽しめることを伝えることができた。

●4日間のお店での作業を通じて、ものづくりの過程や仕

事への向き合い方を学ぶことができた。

03 | 概要
　HAPPY SUGAR様とコラボし、ラベンダースイーツを

販売する。

04 | 流れ
●ラベンダースイーツの試作

●事業者様とスイーツの打ち合わせ

●チラシ、引換券、帯作り

●お店でクッキーづくり

●10月23日　地域貢献マーケットで「ラベンダー香る荒川

クッキー」と「ラベンダー香る荒川シフォンケーキ」を販売

●11月21日　荒島ミニマルシェで販売

ラベンダー実は、、、
タベラレルンダー

テーマ

3年3組5班 × HAPPY SUGAR 様
関連するSDGs

生徒の振り返り
●村上市でもコロナウイルスの影響で、職を失ったり仕事が減って

しまった人たちが多くいることを知りました。他人事ではなく私

たちにもできることをやろうと考え、呼びかけました。

●自分たちの活動が誰かのためになったかもしれないと思うと嬉

しかったです。

●フードドライブを通してたくさんの出会いがありました。

●地域の皆さんからいただいた生活用品や食べ物がこれから村上

市の方々に届くと思うと大きな達成感とともに村上市のために

活動する喜びを感じました。

●これからも自分の地域のために良い働きかけを行っていきたい

し、その活動を広めていきたいです。

●みんな地域や人のことを思って食品などを提供してくれている

のだと知り、地域の皆様の優しさを感じました。

●メニュー開発では子ども達の健康を考えてメニューを考えたの

でとても難しかったです。

　SDGsの「誰一人取り残さない」を企画の中軸とし、2つ

の企画をやり切る実行力に感心しました。フードドライブの

実施に向けて、地域の相対的貧困の現状やフードバンク事

業の意義を学び、自分たちにできることを真剣に考えチラ

シを作成しました。期間中は、多くの地域住民の協力があ

り、互いに支え合う地域の姿を生徒たちは学んでいました。

栄養価を考えて作成したごちピンメニュー開発では中学生

の個性が光るレシピ集ができあがりました。（増田）

あらチャレ事務局から
3年3組4班のみなさんへ

生徒の振り返り
●この荒川というまちにも魅力がたくさんあることがわかりました。

●ハッピーシュガーさんでのクッキー作り、包装、帯まきなどを通

して、私自身が楽しんで活動していたことがわかりました。とにか

く楽しかったです。

●班のメンバーとともにクッキー作りをしたからこそ、みんなで協

力して作り上げることの楽しさを学ぶことができました。

●形としてこの活動を残していくことが大切だと気づかせてくれた

企画だったと思います。

●地域の人たちと協力して、同じ目標を持って実現に向けて活動す

ることはこんなに楽しく達成感のあるものなのだと思いました。

●僕たちだけじゃなく地域みんなが地域をよくしようと、同じ志を

もっていると知りすごく嬉しい気持ちになりました。

　企画発表前から自分達で試作を行い、商品制作時には寒

空でも半袖短パンで自転車移動が出来るほどの気合い！で

満ちていた生徒もいました。ハッピーシュガーさんご協力の

もと、全員で作りあげたラベンダースイーツは後日店頭でも

「美味しかった！」と感想を言われるほどの美味しさでした。

みんなの気合いと熱意が伝わって良かった！（柏櫓）

あらチャレ事務局から
3年3組5班のみなさんへ
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ARAKAWA  CHALLENGE ARAKAWA  CHALLENGE

第３章 振り返りと評価

3.1｜振り返り① 短期的成果（１年間）
この事業の実践によって得られた１年以内の短期的な成果は以下の通りです。

わくわく感の醸成
　活動自体に、“わくわく”した楽しみや喜びを見出すことができました。

パートナーシップの体感（ヨコの関係、ナナメの関係）
　生徒間、学校教職員間などの同じ所属内での関係（ヨコの関係）、事業者間、学校生徒と地域の事業者など、所属と世代が異なる関係（ナナメ

の関係）が育まれました。お互いを尊重することの大切さを再認識するとともに、自尊心、自己肯定感、自己有用感を高め合うことができました。

社会参画意識の向上
　自分たち一人一人が、地域を構成するメンバーなのだという社会参画意識が向上しました。

地域全体｜所属・世代・立場を越えて地域全体では、以下の成果がありました。

　生徒との共同活動を通じて、事業に関する新しい気づきを得る事業者が生まれました。 「これまでは使って

こなかった地域の素材を使った美味しい惣菜を作るきっかけになった」という声がありました。地域住民が深

くかかわることで、事業に関する理解や親しみが増し、事業者への来店回数や反響が増えました。
事業者・担い手

　活動を通じた成果（地産地消の食品や啓発を行うグッズ類の製作）として、SDGsや地域の課題をより身近

な話題として捉えることができました。
地域住民

　事業で生まれた成果や生徒の変容により「社会に開かれた教育の実践」の重要性が学校内で共有されました。地

域と連携した教育の実践については、「地域連携コーディネーター」に相当する役割が確立され、学校内（教職員）

や学校外（PTA、市役所、事業者、住民）の連携がより強化されるなど、現場での実践的な知識が蓄積されました。
中学校（教職員）

社会課題・地域課題の自分ごと化
　社会や地域の課題（地方の過疎化・経済衰退、自然環境の汚染など）を、深く自分自身の課題としてとらえ、

より良くしたいと考えるようになりました。「これまでは全く知らなかった荒川の絶滅危惧種の魚であるトミ

ヨを、どのようにすれば皆に知ってもらえるようになるかをずっと考えている」などの声が上がりました。

地域の大人から得た教科書を超える学び
　ものづくりの現場などで地域の大人と一緒に仕事をする経験を通じて、仕事に対する姿勢や考え方、実際の苦労に触れるなど、教科書を超えた学びを得るこ

とができました。「割烹のご主人が営業後に徹夜で共同開発惣菜の仕込みをしたにもかかわらず、一言も苦労の言葉が出ずに驚いた」などの声が上がりました。

思考力の向上と心の成長
　SDGsの視点で社会の現状を認識し、問いを立て、解決に向けた取組を計画し、実行しました。それによって、物事を深く、筋道立てて考えるなど思考

力が育まれました。班での活動や複数人数でのプロジェクト作業を通じて、他人を思いやるなどの心の成長が促されました。

中学校（生徒）

01 | 問題意識
　荒川地域の魅力をあまりわからない人が多いのではな

いか。荒川地域を紹介するパンフレットがない。

02 | 願い
●地域の人に荒川地域を好きになってほしい。

●一人でも多くの人に荒川地域に立ち寄ってほしい。

●荒川地域が少しでも活気付いてほしい。

05 | 成果
●中学生ならではの視点で食、自然、祭り、穴場スポットが

まとめられた、荒川地域のオリジナルパンフレットが完

成した。

●パンフレットは荒川商工会、村上市荒川支所にも置いて

いただき多くの方々に手に取っていただくことができた。

●中学生は、商工会青年部様より、円滑な話し合いの進め

方や、役割分担、仕事の段取りなど働き方に関しても学

ぶことができた。

03 | 概要
　荒川商工会青年部様とコラボし、荒川地域の魅力が詰

まったパンフレットを制作し、配布する。

04 | 流れ
●商工会青年部様とパンフレット内容の打ち合わせ

●１人１ページ原稿作成

●10月23日地域貢献マーケットと11月21日荒島ミニマル

シェで、荒川パンフレット「みつけた荒マップ」を配布

地域を知る“荒川パンフレット” テーマ

関連するSDGs
3年3組6班 × 荒川商工会青年部 様

2.3｜各プロジェクトの取組紹介⑩

生徒の振り返り
●この小さな荒川というまちにも魅力がたくさんあることを知るこ

とができました。

●改めて自分の住んでいる地域を知ることができました。

●自分たちは荒川に住んでいるので「他の地域の人たちの目線か

ら見た荒川の魅力」というところから自分は魅力を考えました。

●自分たちだけでなく後輩にも引き継いでいきたいです。

●荒川の特産品などを調べるようになり、以前よりも荒川が好きに

なりました。

●商工会青年部様のような円滑に物事を考え、活動を進めていく

というのは初めてだったので圧巻でした。

●予定通りにやることもできたし、順調ではあったけど、個性を反

映したらもっといいなと感じました。中学生のフレッシュさが足

りなかったように思います。

　最初の打ち合せでは自分達の想いを伝えるのが難し

かったみんなも、荒中の先輩である商工会青年部員の方た

ちと話し合い、アドバイスをもらいながら、魅力がいっぱい

つまった荒マップを完成させました。青雲祭やイベントで一

生懸命に配布する姿も素晴らしかった。荒川の自然もお祭

りも食も、みんなの笑顔も伝わった企画でした！（柏櫓）

あらチャレ事務局から
3年3組6班のみなさんへ
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3.2｜振り返り② 中期的成果（3～4年間） 3.3｜評価① 成果のまとめと今後
3～4年間の中期的な期間で得られた成果は、以下の通りです。 これまでの取組を評価し、今後の取組を展望します。

地域内で三方よしの実現
　地域内での三方よし（地域教育、地域貢献、挑戦の土壌）を理念に掲げています。しかし、地域教育と地域貢献の両立は細かな調整が必要

です。例えば、本事業には、中学校（生徒）の教育のために、地域事業者が、現場での学習機会を提供するという側面があります。一方で、「中

学校（生徒）が、地域事業者や地域のために貢献（商品の販促など）をする」という側面があります。一方の成果づくりに注力をしすぎると、

他方の成果が弱くなる場合があります。両者への成果をバランスよく生み出すための、まちづくり現場でのコーディネート方法について、現

場ノウハウの蓄積が求められています。

事業の仕組みづくり
　取組を継続させ、社会への成果を継続的に生み出してゆくために、事業の仕組みづくりが不可欠です。

特に、年度単位で人員が流動する、学校（中学校）・商工会・行政（市役所）で構成されている事業体制が課

題です。属人的な熱意や努力だけによらない事業のマニュアル化や仕組みづくりが求められています。

ビジョン浸透
　より幅広い立場や世代の方々が参加しやすくなるよう、ビジョンのさらなる浸透が必要です。

今後見込まれる課題

今後期待される長期的成果（10年間）
　10年間を見据えた際、より幅広い立場や世代の方々の事業への参加が期待されます。ひとりひとりの心の中に湧き出すわくわくとした気持ち（内発

的動機）を根本動機として、さまざまな立場・世代の方々が協力し助け合いが生まれます。それによって、これまで考えつかなかった新しい視点で地域

貢献活動に取り組むことができます。皆が学び、自己変容し、地域が持続するための成果を生み出していくことが見込まれます。それらの活動を通じて、

生きた現場での知見やノウハウが蓄積されます。より良い地域内の連帯感を育み、社会参画・挑戦する風土が定着します。これにより、成果の規模と質

が両輪で成長してゆくための、好循環（スパイラル）が生み出されます。さらに、現場での実践的な知識は、積極的に他地域に展開し、社会全体により良

い効果を生み出すことが期待されます。

　これら一連の活動を通じて、持続可能な地域社会としての「誰もが未来にわくわくできるまち」が実現されます。

　

他地域への横展開
　本地域での取組が、他地域に展開され、実践されました。事業の横展開により、広く社会的な成果を生み出すことにつながりました。（例：新潟県胎内

市立中条中学校など）

社会的な認知の向上と拡大
　本地域での取組が、メディアやSNSを通じて他地域に発信され、活動の認知度が向上しました。認知が向上することにより、産官学連携の取組への関

心が高まりました。関心が高まることで、視察や研修が増え、本事業の知見やノウハウを他地域に展開することで、より広く社会的効果を生み出すことに

つながりました。（例：村上市山北地区からの視察、新潟市西蒲区社会福祉協議会での事例紹介、市報むらかみ2022年2月1日号での特集記事掲載）

啓発とアドボカシー（政策提言）
　本地域での取組を通じて、より広く社会参画を啓発することにもつながりました。（例：村上市議会への中学生による政策提案）

成果の波及 事業を継続することで、成果が波及しました。他地域に多方面に波及することにより、幅広い地域社会に良い影響を
生み出すことができました。

　
幅広い立場・所属からの参加
　事業者、地域団体、学校関係者、行政職員など、より幅広い立場や所属の方々が、この事業に参加し、成果が生み出されました。

幅広い世代の参加
　幼児から高齢者までより幅広い世代の方々がこの事業に参加しました。特にこれまで“空白地帯”とされていた、若者層

（10代～20代）が地域づくり活動へ参加し、成果が生み出されました。

事業成果の拡大（規模） 事業を継続することで、さまざまな立場・世代の方々が、地域貢献活動に参画をするようになりました。
それによって、幅広い事業が生まれました。

成果物の質の向上
　年度ごとの経験と学びが蓄積されたことで、利用者の利用動線をより意識した啓発商品を製作できました。

参画動機の明確化と深い納得感
　参加者が、継続的に関わり、年度毎の成果（中学生の変容など）を見聞きする中で、取組に対する“深い納得感”を得るこ

とができました。それにより、事業への深い参画動機を生むことができました。（「私は若者の未来に投資する」など）

社会参画意識が“風土”に
　地域住民の社会参画に対する意識が、学校内・地域内に定着し、「地球規模の広い視点を持ちながら、地域を良くする」

という学校風土・地域風土が育まれつつあります。

事業を継続することで、経験と学びが蓄積されました。その知見は、年度毎に改善・活用され、事業成
果の質が年々高まりました。また、前述の事業成果の拡大（規模）が、参加者の考え方や価値観の多様
化につながり、事業成果が上がるという、好循環（スパイラル）が生まれました。

事業成果の高まり（質）

成果まとめ（全体俯瞰）
　本事業の短期・中期・長期的な成果のまとめは以下の通りです。

自分ごと化と自己変容

わくわく感の醸成

パートナーシップの体感

社会参画意識の向上

地域貢献
プロジェクト

「誰もが
未来に
わくわく
できるまち」
の実現

短期的な成果（1年間）活動（1年間）
中期的な成果
（3～4年間）

長期的な成果
（10年間）

事業成果の
高まり

成果の波及

事業成果の
拡大
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3.4｜評価② 成功要因・他地域への提言
本事業のプロセスについて振り返り、成功要因を抽出しました。

原体験

2016年

仕組みづくり

2021年

事業の成長（規模と質）

2019年 2020年

小さな成功

2018年

成功要因の流れ

ビジョン
実現

原体験

ビジョン 小さな成功

発起人

キーパーソン

事業の
中長期的な
育み

わくわく感（内発的動機）

事業
基盤

コミュニティヒト

地域
ブランディングカネ

寛容性と自由な関わりしろ

社会関係
資本

知識共感

期待信頼

原体験と投げかけ（小さな勇気）
　本事業のはじまりは6年前（2016年）にさかのぼります。発起人（荒川中学校増田教諭）が、海外研修においてSDGs教育によって生徒やその周囲が

大きく変容するという“原体験”をし、帰国後、学校教育の現場で実践したいと投げかけたことがきっかけです。

ビジョン → 期待と共感が連鎖
　本発起人の「中学生への社会参画と自己変容」を促したいという強い思いは、企画書として提案されました。発

起人の提案するビジョンと強い熱意が、関係者の期待と共感を生みました。

小さな成功（Small Win）
　本提案に対して、当初懐疑的な反応と好意的な反応がありましたが、発起人が試験的な取組を行い、小さな成

功体験を重ねることで、関係者の深い納得感を生みました。

わくわく感（内発的動機）
　小さな成功体験を重ねていく中で、次第に関係者の中に“わくわく”とした感情や活動に参加する喜び・楽しさ、

やりがい（内発的動機）が芽生えていきました。

活動基盤の整備
　上記の期待・共感・わくわく感の波及によって、四つの活動基盤が整備されました。

寛容性と自由にまちづくりへ関わる余地をつくる
　わくわく感という内発的動機を重視する中で、寛容性を持って自由にまちづくりへ関わる余地をつくることを皆で保証していこうとする意識が育ま

れていきました。

焦らずじっくりと（事業の中長期的な育み）
　この事業は４年間をかけて段階的に育まれました。焦らずじっくりと、中長期の目線で捉えることにより、事業が着実に地域に定着していきました。

成功要因

●キーパーソン
　地域内のキーパーソンの参加につながりました。特定のスキルがある、特定の分野に深い知識・知見を有する、特定人脈があるなどのキー

パーソンは各々の強みで、事業に貢献しました。

●コミュニティ
　キーパーソンを中心として、コミュニティが形成されました。コミュニティ内でメンバーが連絡を取り合い、考え方を共有することで内発的動

機がさらに促されました。知識やスキルなどの無形資産が効果的に提供されました。

●カネ（予算）
　活動の原資となる予算が確保されました。（あらかわ地区まちづくり協議会全体事業として）

●地域ブランディングと情報発信
　キーパーソンによって地域ブランディングと積極的な情報発信が促されました。

　最後に、学校教育・まちづくりに携わる他地域の皆様へ以下を提案いたします。本提案が皆様の学校教育・まちづくりの現場において一助となりまし

たら、この上ない喜びです。

●発起人の原体験と一石を投じる働きかけから事業ははじまります。ビジョンづくりは欠かせません。

●事業の展開にあたっては、信頼や共感という無形資産（社会関係資本）を地域内に蓄積することが肝となります。この蓄積を継続することは、事業を

成長させる上での大きな足がかりとなります。

●内発的動機を活動の根本的動機にすることは極めて有効です。また、そのために地域が許容性を持ち、自由にまちづくりへ関わる余地をつくることを

保証することが重要と考えます。地域の有力者やキーパーソンが率先して、地域内の関係者に対して、許容してゆくよう働きかけを行い、良い雰囲気

を作っていくなどの取組が不可欠です。

●具体的な取組として、事業基盤の整備が必要です。ヒト・コミュニティ・カネ・ブランディングと情報発信の四軸で必要なものを取捨選択することが必要です。

●事業を中長期的な視点で成長させることにより、確実に地域内に定着されることが期待できます。

他地域への提言

　この事業では、振り返りと評価を踏まえて、以下のような取り組みを行っていきます。事業を通じて、持続可能な地域社会としての「誰もが未来にわ

くわくできるまち」の実現に寄与していきます。

●より幅広い立場・世代の方に参加いただける事業づくりに取り組みます。特に参加の少ない、若者の皆様に参加いただける事業をつくっていきます。

●皆様の、わくわくとした気持ち（内発的動機）に働きかけていきます。

●地域内での三方よし（地域教育、地域貢献、挑戦の土壌）の実現のために、より踏み込んだ取組を行なっていきます。

●事業の仕組みづくりとマニュアル化に取り組みます。

●事業ビジョンの浸透と啓発に取り組みます。

●事業で得た知見・現場ノウハウを積極的に他地域の皆様に横展開していきます。

今後の取組（展望）
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3.5｜事務局より

01 02 05

03 04 07

06
伴走者とのマッチングに取り組み、写真講座の企画、トミヨ学習

やおらだり育援隊とのつなぎ役をしました。「つどいば おらだり

2021」では、タイムテーブル管理やチラシ制作など全体統括をし

ました。正直、私には「これをやりたい！」というものがなく、熱意が

ある人の支援や前に進むための仕組み作りが楽しみです。本業が

あるため時間制約がありますが、熱意あるあらかわの太陽たちをサ

ポートし、活躍を観測するのが喜びです。

大学生の私については、「この取組自体が若者目線からどのよう

に見えるのか」を事務局内にもたらすという場面が多かったです。

「明るく元気なまちであってほしい」「未来に残り続けるまちであっ

てほしい」「未来に向けてチャレンジができる、わくわくできるまち

であってほしい」などの想いを、当チャレンジのロゴやタグライン、

コンセプトストーリーの制作を通して伝えることができました。そ

してこれからも、このまちの明るい未来を地域のみなさんと一緒に

つくっていけたらと思います！

あらかわ地区
まちづくり協議会

須貝 俊大

新潟大学

櫻井 隆樹

中学生のアイデアに対し、これまでの広報取材活動を通じて得

た住民や事業者の想いを重ね、WinWinの関係を構築できるよう

事業者への協力要請を行いました。事業実施時には、成果発表イ

ベントの企画運営及び、食品販売についての保健所との調整を行

いました。特に意識して力を入れたのは、広報活動！どんなに良い

活動も、みんなに知ってもらえなければ効果は上がりません。そし

て、頑張る人にスポットライトをあて背中を後押しすることを大切

に活動しました。活動に関わってくださった皆さんに感謝の気持

ちでいっぱいです。

　あらかわチャレンジ事務局は、小さな産官学の取組「あらか

わチャレンジ」が、地域の特徴ある活動として継続するために発

足しました。　

　メンバーは、職業や年齢、そして本事業へのねらいも少しづつ

異なりますが、地域を愛し、その未来を真剣に想う熱い気持ち

は一つでした。それぞれの特技や特徴を活かし、前向きで互い

に高め合えるメンバーが集まっています。

　事務局では、趣旨に賛同し、一緒に活動される方を随時募集

しています。また、本事業に興味がある場合には事務局に所属

せずに活動に参加することも大歓迎です。

　あらかわチャレンジにご興味がある方やアイデアをお持ちの

方はお気軽にお声がけください。　

小田 和浩

巨大アートチームは、作業に人手を要するため、自分たちで仲間

に協力を要請し3カ所の壁画を完成させ、その熱意と行動力に驚き

ました。ラベンダーグッズチームのアイデアにもとても感心しまし

た。「自分さえ良ければいい」ということではなく、地域のために中

学生が自分の時間を削ってでも、一生懸命考えて、協力し実行す

る。その結果、地域の人に喜びを与え、与えることの幸福を彼らも

手にしたに違いないと思います。

総合担当として意識したことは、世界や地域の問題と自分との繋

がりを考える授業デザインです。今年は地域と中学生を繋ぐため

に、まち歩きイベントや地域団体の会議に積極的に参加しました。

また、事務局内の連携がスムーズにいくよう、授業内容や生徒の関

心事・問題意識などを共有しました。事務局で役割分担ができてい

たため、負担感なく授業づくりと各班のサポートに専念することが

できたのは大変ありがたかったです。地域の大人と出会った生徒

は本気そのもの。事業者様と共に企画実現に走り出す生徒の姿に

頼もしさを感じました。 

荒川中学校
地域コーディネーター兼
あらかわチャレンジ
事務局長

酒井 幸子 増田 有貴

荒川中学校
総合学習担当

事業全体の企画、地産地消弁当の開発コーディネートに関わら

せて頂きました。中学生は、地域の実際の仕事現場に触れ、苦労を

しながら頑張ってくださり、表情が変わってゆかれたことがとても

印象的でした。また地域の大人も、これまで考えたこともない表現

方法やアイデアの切り口など多くを学ばせて頂きました。最後に地

産地消弁当が出来た際は、とても胸が熱くなりました。活動を通じ

て、他者を思いやる気持ちの大切さなど人として根本的なことに気

づかせて頂きました。

あらかわ地区
まちづくり協議会

企画発表会の調整、事業者とのマッチング支援、報道機関に向け

た情報発信などを行いました。また、「地域経済について～」を少し

難しいかな…と思いながらも中学生に授業でお話ししたところ、事

業者の現況や経済活性化の重要性について理解してもらうことが

でき嬉しく思いました。活動に際しては、事業者の負担軽減と有益

性について、もっと支援できたのではないか、と反省しています。今

後このチャレンジが末長く地域に根付き、会員事業者と地域全体

が活性化するよう取り組んでいきたいと思います。

柏櫓 和子

村上市荒川支所荒川商工会

古林 拓也

す が い  としひろ さくらい  りゅうき

お だ   かずひろ

さ か い   さ ち こ ま す だ   ゆ き

かしやぐら    か ず こふるばやし   た く や
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ARAKAWA  CHALLENGE

3.6｜中学校（生徒）より

あらチャレのあしあと
SDGsの視点による、産官学連携のまちづくり
2021年度報告書

●著者

　あらかわチャレンジ事務局

　酒井幸子（事務局長）、古林拓也、柏櫓和子、小田和浩

　須貝俊大、齋藤瞳、櫻井隆樹、増田有貴

●発行

　あらかわチャレンジ事務局

　（あらかわ地区まちづくり協議会、荒川商工会、荒川中学校）

●問い合わせ先

　あらかわチャレンジ事務局（村上市荒川支所地域振興課内）

　〒959-3133 新潟県村上市山口444番地　TEL：0254-62-3102

自意識の変化　
●SDGsを学び、これからの世界がどうなっていくかは僕たち次第と

いうことに気づき、人のために行動する楽しさを知った。

●地域活性化への繋がりを広い視野で考えるようになり、ニュース

などで環境問題や地域のことに目を向けるようになった。

地域への愛着の醸成
●地域の人たちとの繋がりを大切に、環境保全やごみ削減などへ

の意識が高まった。

●荒川地域のことについて授業外でも深く考えるようになり、地域に

対する見方や、お店に興味や感謝の気持ちを持つようになった。

SDGsの視点による課題解決
●SDGsのロゴが貼られているお店などの取組を調べるようになった。

●世界の諸問題の解決策について、中学生にもできることを考えて

行動するようになった。

あらチャレで
自分にどんな変化があった？Q 

荒川地域の人たちの絆が深まる
●世代関係なく地域のみんなと一緒に本気で活動でき、自分の

やってみたい！が形となり、喜びを分かち合える。

中学生ならではの地域貢献
●中学生の視点によるユニークなアイデアにより地域の魅力を再確

認し、荒川地域の良さを地域内外に発信することができる。

ありたい未来をかなえる
●SDGsの視点から、地域の未来のために行動することができる。

●世界の問題や地域の問題に関わり、自分たちが願う地域に近づ

けることができる。

自分の成長
●自分らしさを表現し、将来に役立つ力を鍛え、人として成長できる。

あらチャレとは
どのような場？Q 

意欲・熱意・パートナーシップ
●あらチャレへの意欲。チャレンジ精神。積極的な協力と参加。

●地域を変えたいと思う気持ちを行動に変える。

●自分の提案に責任と自信を持つ。

●楽しむこと。感謝の気持ち。信頼関係を築く。

企画とスケジュールの練り上げ
●「これはなぜ必要なのか」、「地域貢献に結びつくか」など多角的に

考え、見通しをもったスケジュール計画を立てしっかり話し合う。

●世界や地域の問題に対し、さまざまな人の立場や自分ごととして

考え、自分の意見をどんどん伝え、的確なアドバイスをもらい試

行錯誤すること。

事業の継続性
●ありたい未来を見据えて地域を想い、チャレンジを続けていくこと。

あらチャレで
大切なことは？Q 

活動の楽しさ
●本気になって考え活動することで、地域に貢献しているという実

感がわき、自分まで楽しくなります。

●あらチャレは荒川からSDGsを発信していけるものなので、世界

を変える一歩になるという考えで真剣に取り組んでほしい。

3年間の学びをカタチに
●SDGsの学習の積み重ねが、あらチャレで出るので、1、2年生で

しっかり勉強してね。

●幅広いジャンルのことができるので、自分のやりたいことは声に

出そう。

地域への想い
●地域の人との関わりを大切にして真剣に向き合うことで、自分の

住む地域の未来を変えることができる大切な機会です。

自分を変えるチャンス
●自分の発想を大事に「やってみたい」を形にすることで、多くの気

づきや学びがあり、自分が成長できます。

あらチャレについて
下級生にアドバイス！!

　地域の将来を担う子どもたちと、地域の大人が共に考えながら、自分が住む地域から学びを深めたあら

かわチャレンジ。

　その結果、自分たちでも実現可能なSDGｓを探し出し、たくさんの人とつながる楽しさも経験することが

できました。中学生という心のまだ柔らかい時期に、その心にSDGｓの種が蒔かれたことは地域の大人とし

ても深い喜びを感じました。

　国際連合が定めるSDGｓの目標達成期限である2030年まで、あと８年。その時、彼らはもう大人になっ

ています。心に蒔かれた種は枯れることなく、さらに芽を伸ばし、明るい未来に目をむけ、次世代の子どもた

ちと共に行動し、チャレンジの連鎖が続いてほしいと願っています。

　最後に、この事業でお世話になった皆様に、心から御礼申し上げますとともに、今後も住みよい地域とす

るため、みんなで手をつなぎチャレンジの輪を広げていきましょう。

　つづくみらい、つくるこころみ。　あらかわチャレンジ！

あらかわチャレンジ事務局長　酒井 幸子

おわりに

活動支援金の提供
村上法人会荒川支部  様

2022年2月28日発行

この事業でお世話になった皆様
●いづみや旅館  様

●いろむすび山菜屋  様

●いろむすびの宿  様

●Fe Factorycafe109  様

●御菓子の小島屋  様

●お菓子屋さんnico  様

●かねま鮮魚  様

●近忠浩  様

●旬菜懐石拓  様

●HAPPY SUGAR  様

●パティスリーマルヤ  様

●フードバンクむらかみ  様

●ふくちゃcafe  様

●村上新聞社  様 

●あらかわ地区まちづくり協議会　

　おらだり育援隊  様

　ハーブメイツあらかわ  様

　minzu  様

　横山卓哉  様 

●荒川商工会

　青年部  様

- 34 - - 35 -


